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1. はじめに  
閉鎖性海域へ流入する河川の水質問題は、海域の富栄養化問題に加えて、流域の利水形態変化に伴う河川

水質や生態系に及ぼす影響も介在するために、問題が複雑化することがある。流域の水質保全対策としては、

汚濁物質の発生源対策が主流を占めるために、海域から流域まで含めた水質管理に関する総合的施策につい

て知見を得た例は少ないようである。本研究は、有明海湾奥部の水質に及ぼす筑後川流域の流出負荷の影響

を把握するために筑後川流域の水質モデルと有明海 2 次元水質モデルを構築し、水質計算を行った。流域か

らの負荷削減による有明海の水質評価を行い、水質管理施策のための基礎的知見を得た。 
2. 解析方法  

モデルの概略を図－1 に示す。瀬ノ下地点から上流

を順流域、瀬ノ下地点から河口部を残流域とした。順

流域を 3 つのブロックに分け、ブロック毎にタンクモ

デル 1）と河川モデルを用い流出・水質計算を行った。

残流域（1 池タンクモデル）からの面源負荷は有明海

に直接流入するものとした。陸域からの晴天時負荷は、

水田由来、森林由来、都市由来として原単位法に基づ

き与え、雨天時には、表層タンクからの負荷を河川へ

排出させた。水質項目は COD・SS・T-N・T-P とした。            
有明海は 11 のボックスで分割し、ボックスモデル 2）

を用いて計算した。各ボックス内の物質輸送には密度

流がないものとし、物質保存式はボック

ス平均濃度（完全混合状態）で定式化し

た。筑後流域の順流域と残流域の流出負

荷を有明海の湾奥部（ボックス No.9）の

境界条件として与え、水質計算を行った。

他の流域からの境界条件は、モデルを簡

便化するために L-Q 式により与えた。筑

後川流域の負荷削減対策として順流域の

負荷を 50％、80％削減したシミュレーシ

ョンを行った。計算期間は 1991～2000

年の10年間、計算ステップは1日とした。

水質項目は、COD・DIN・PO4-P・SS で

ある。 
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図－2  有明海の水質計算結果 

図－1 筑後川流域と有明海 
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3.計算結果及び考察 
 図－2 に有明海の水質再現結果、図－3、
4 に筑後川流域の負荷を 50％、80％削減

した時の COD・SS・DIN・PO4-P の計算

結果を示す。図－2 から、短期的な濃度 
上昇は、降雨による流入負荷の影響であ

る。負荷削減前（現況）と 50％、80％削

減結果との比較から、SS 濃度を除く他の

水質項目の濃度減少は降雨時期に現れる

ことが分かる。降雨時以外の晴天時にお

いては、負荷削減効果はさほど現れない

ようである。これは、陸域からの（晴天

時）流入負荷量が比較的少ないこと、底

泥からの再回帰、藻類の増殖などによる

物質輸送・変換による負荷変動によって

湾奥部の水質が左右されるためである。

SS の場合、湾奥部で風や潮流による底泥

の巻き上げによる影響が強いため陸域か

らの負荷削減の影響が小さい。図示して

いないが、ボックス No.10,11 においても

ボックス No.9 と同様な計算結果が得ら

れた。 
4. まとめ  

筑後川流域と有明海の水質モデルを統合

させた水質解析を行い、有明海の水質環

境の改善を目的とした負荷削減対策の評

価を試みた。負荷削減対策については、

順流域の負荷削減対策のみでは十分な効

果が期待されず、残流域からの面源由来の負荷対策や底泥からの再回帰を考慮した水質管理のための総合的

な施策を考える必要があろう。本報では、有明海湾奥部に注目してマクロ的観点から負荷削減効果を評価し

たが、河川や河口部周辺域の水質環境を良好に維持するための生活排水処理対策は必要不可欠である。 
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図－3  50％負荷削減の計算結果 
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図－4  80％負荷削減の計算結果 
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